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〇複数の利用者が体調の不調を訴えた場合で なお 診断を受けるまでの期間の対応は、 、 、

各章「症状発生時の対応」を参考にしてください。

複数の者の健康被害が疑われるとき、 が取り組め初期の段階から２次感染予防対策

る対応を参考例として示しています。

〇感染症、結核、食中毒等の診断後は、 を参考にしてくださ各章「患者発生時の対応」

い。

〇感染症、結核、食中毒等の発生時の関係機関とその対応を に例示し各章「フロー図」

ています。

〇平常時の健康危機管理対策として、 を示しています。施設内対応例

緊急時の対応内容や担当者を決める際の参考にしてください。

〇施設内調査や関係機関への報告様式は にまとめています。様式集

〇このマニュアルは、今後も、施設関係者の意見等を参考に修正をしていくものです。

〇マニュアルの内容を施設内研修等にも御利用頂ければ幸いです。

〇本マニュアルは、高齢者社会福祉施設等の感染症、結核、食中毒等への基本的な対応

と関係機関の業務についてまとめたものです。

各施設が対応の詳細なマニュアルづくりをされるときに、資料として利用できること

を目的に作成をしたものです。

〇本マニュアルは、高齢者社会福祉施設等において感染症、結核、食中毒等が発生した

ときに、施設と医療機関、施設と行政機関との連携、施設等間の連携がより円滑に行

われ、集団発生をさせないことを目的に作成したものです。
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